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大学における英語教育において、自己表現能力と対人折衝能力の涵養が求められることに多言は要さない。

第一著者は、『足場かけ』として、名刺サイズのカードに印刷した質問文を読み上げる質問者と、カードを

見ることなく質問を聞いて応答する回答者と、時間配分を確認するタイムキーパーの三者の役割交代に基づ

く対面での口頭練習を提案した。一方、英語学習者の作文を集めたコーパスや発話を文字起こししたテキス

ト・コーパスなどの公開とこれらに基づく研究が活性化しているが、学習者の発話音声コーパスも求められ

ている。本発表では授業における学生の発話を無圧縮でデジタル収録することを目的としてマルチトラッ

ク・ハードディスク・レコーダを中心に試作した装置の試用経験について報告し、その可能性を検討する。 
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The first author previously proposed an oral interaction practice format in a face-to-face small group 
environment in which one of a group of three students will be designated as the questioner, who reads aloud a 
question typed on a name-card size sheet of paper, another as the respondent, who answers the question without 
looking at the card, and the third as the time-keeper, who scores the response along with the questioner.  Students 
in an English class will form groups of three and change their roles after one question is answered and the response 
scored in a review sheet.  This practice, together with essay writing and peer review process, has proved to be 
fairly effective in improving students’ communicative skills in English and otherwise.  In this presentation, we 
discuss design and use of multi-track audio hard-disk recorder for digitally recording students’ oral interactions and 
how introduction of such recorder, along with video cameras change students’ performances in those practices. 
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1. はじめに 

文部科学省が 2002 年 7 月に策定・公表した

「『英語が使える日本人』戦略構想」や 2003
年 3 月に公表した同「行動計画」など、英語

運用能力に対する社会の期待は高まっている。

早稲田大学においては、『21 世紀の教育研究グ

ランドデザイン策定委員会英語教育ワーキング

グループ(委員長：田辺洋二 JACET 会長)の最

終答申（2000 年 7 月報告)』の中で『「議論が

できる英語」教育の実施』がうたわれている。 
実践的コミュニケーション能力向上を目指

す外国語学習においては、個別スキルの孤立し

た訓練はそれだけでは意味をなさない。1 英語

学習の基本は英語を聞いて、聞いた内容につい

て質疑応答をして、あるいは文章を読んで、そ

の内容に基づいて質疑応答をして、そうした質

疑応答の内容を元に文章を書いて、書いた内容

に基づいて口頭発表をして、あるいは質疑応答

の内容を元に口頭発表して、その口頭発表の内

容を文章にまとめて、というように聞き・書

き・話し・読む、という作業が相互に連関しあ

う統合的な課題を中心とする。2 
第一著者は、知的な対話のための英語学習

を目指した『足場かけ』として、名刺サイズの

カードに印刷した質問文を読み上げる質問者と、

カードを見ることなく質問を聞いて応答する回

答者と、時間配分を確認するタイムキーパーの

三者の役割交代に基づくゲーム的な口頭での応

答練習を提案した。3 当初は一人一台の PC に

向かって着席し作業するコンピュータ教室やマ

ルチメディア教室での授業における change of 
pace としての機能も意図していたが、個人で

の作文やプレゼンテーション・ファイルの作成、

少人数での相互プレゼンテーションや作文の相

                                                      
1 補足的に語彙・文法・発音等特定の知識・スキル

の訓練を行う必要性を否定するものではない。 
2 文部科学省の学習指導要領[7]-[9]でもここでいう

「統合的課題」が繰り返し示されている。ETS 
(Educational Testing Service) が次世代 TOEFL 対

策として提供する LanguEdge を見ても、5 分ほど

のレクチャーないし対話を聴いた上でいくつかの質

問に答える、1 ページほどの資料を読んでその内容

について要約しつつ自分の意見を口頭で述べ、文章

でまとめるなど統合的な課題が中心である。 
3 原田康也[4], [5], 原田康也ほか[6]などを参照。 

互添削評価などの作業のウォームアップともな

り、統合的運用能力向上の中核となりつつある。 
英語学習・英語教育研究の分野においては、

英語学習者の作文を集めたコーパスや発話を文

字起こししたテキスト・コーパスなどの公開と

これらに基づく研究が活性化している。4 第一

著者の英語の授業においては、1990 年代以降、

作文やプレゼンテーションなどの提出物はファ

イルで回収しているため、学習者ごとのポート

フォリオとして分析するほか、ある種のコーパ

スとみなすことも可能であるが、既存のコンピ

ュータ教室は音声をファイルとして回収する前

提で設計されていない。LL ないし CALL シ
ステムは学生が机（上の装置）に向かう前提で

設計・製作されているため、対面での口頭練習

の発話を記録するには不向きである。5 
本発表では授業における学生の発話を無圧

縮でデジタル収録することを目的としてマルチ

トラック・ハードディスク・レコーダを中心に

試作した発話収録装置の試用経験について報告

し、その運用上の可能性を検討する。 

2. 英語学習の目標 

文部科学省の学習指導要領によると、「外国

語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態

度の育成を図り，聞くことや話すことなどの実

践的コミュニケーション能力の基礎を養う。

（中学校学習指導要領（1998 年 12 月告示・

2002 年 4 月 1 日施行・2003 年 12 月一部改

正）第 9 節 外国語第 1 目標）[8]」、「外国語

を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積

極的にコミュニケーションを図ろうとする態度

の育成を図り，情報や相手の意向などを理解し

たり自分の考えなどを表現したりする実践的コ

ミュニケーション能力を養う。（高等学校学習

指導要領（平成 1999 年 3 月告示・2002 年 5
月一部改正・2003 年 4 月 1 日施行・2003 年 4
月・2003 年 12 月一部改正）第 8 節外国語第

１款目標）[9]」と定められている。しかし、

                                                      
4 和泉絵美ほか[2]などを参照のこと。 
5 メーカ等が開発する CALL システムには、教材や

設問の改良のための学習履歴や学習者データの蓄積

と分析いう観点が不足しているか完全に欠落してい

ることが多い。 
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ペーパーテストを中心とする高校入試・大学入

試への対応などの制約もあり、十分な口頭表現

力の涵養には程遠い実態がある。その一方で、

大学で英語を担当する教員の実感としては、中

学・高校の英語学習において口頭表現やコミュ

ニケーションの訓練どころか、教科書の内容に

即した聞き取り練習やテキストの音読など、音

声面の基礎練習すら十分に実施されておらず、

新入生の（語彙・文法・読解などの）基礎学力

は（他の教科と同様に）低下しているのではな

いかという印象が強い。6 

3. 大学における英語学習者の多様化 

 2002 年度小・中学校において、2003 年度よ

り高等学校において実施されている新学習指導

要領には「総合的な学習の時間」が設定されて

いる。小学校ではそのテーマの一つとして『国

際社会の理解』があげられているが、多くの小

学校では『英語』または『英会話』の授業をも

ってこれにあてようとしている。私立大学付属

校など一部の小学校では低学年から本格的な英

語教育を開始している例が従来からあり、教育

特区などの特例措置に基づいて小学校から大部

分の科目を英語で学ぶ学校区の事例も報告され

ている。親族の都合などで英語圏・英語を常用

語とする学校で数年を過ごして大学に入学する

学生も幅広く見受けるようになり、「『英語が使

える日本人』の育成のための戦略構想」による

「年間１万人の高校生海外留学」と「スーパ

ー・イングリッシュ・ランゲージ・ハイスクー

ル」などが実現すると、大学入学時の英語学習

到達度がますます多様化することが予想される。 

  従来の大学英語教育がその中核として想定し

てきた（試験勉強を中心に学習してきた）学生

層や（日本の大企業に就職することをめざす）

学習目標とはまったく異なる前提で、新たなカ

リキュラム・シラバス・授業実施手法を開発す

べき状況にある。学習到達度・動機付け・目的

意識において、これまで以上に多様化する学習

者に対応するためには、単一のプレースメン

                                                      
6 こうした印象を裏付けるデータについては、池田

央[1]にも「TOEFL に類するようなこうした経年変

化が比較できる公開された教育統計データが日本に

ない」ことが指摘されているが、吉村宰ほか[10]な
らびに斉田智里ほか[3]の研究成果が示唆に富む。 

ト・テスト等により強制的にクラスを振り分け

て選択可能な科目を制限するのではなく、英語

学習到達度を語彙・文法・読解・作文・リスニ

ング・スピーキングなどについて、複数の標準

的なテストにより多面的に掌握し、教員のコン

サルテーションなどを受けながら、自らの英語

学習を設計し、随時修正を加えていくようなカ

リキュラム・デザインが求められている。 

4. 電話を使用した口頭英語自動テスト 

口頭表現力の向上を英語学習の目標のひと

つとするのであれば、口頭表現力を客観的に測

定する手段を確立して、学習方法の有効性をこ

の測定手段に基づいて評価することが合理的で

ある。従来は、口頭表現力の評価を行うには人

間の試験官による判断に依存せざるを得ず、評

価の客観性・統一性・信頼性に加え、大規模に

実施することが困難であるなど運用上の課題も

あったが、音声認識などの知識情報処理技術を

活用して口頭英語の運用能力の客観的な試験を

大規模に実施することが可能となっている。 
アメリカ合衆国カリフォルニア州に所在す

る Ordinate Corporation が運用する SET 
(Spoken English Test) は、電話を通してシス

テムと 10 分間対話をすることで、英語のスピ

ーキングとリスニングの技能を自動的に測定す

る試験である。受験に際しては、受験者ごとに

個別化して用意された試験用紙（通常  PDF 
で提供される）と固定電話（携帯電話・ワイヤ

レス子機は不可）が必要である。試験用紙に印

刷された個別の受験番号を用いて、受験者は終

了後まもなく同社 web サイトから自分のスコ

アを知ることができる。試験担当者（教員・人

事研修担当者）は、自分の担当する受験者のス

コア（回答音声の wave file の一部を含む）を

一覧として閲覧・入手できる。総合点のほか、

発音・流暢さ・語彙・構文の 4 項目について

も、最低 20 点から最高 80 点までの 2 桁で表

示される。総合点の標準測定誤差は 2 である。 
2000 年度には、早稲田大学法学部で第一著

者が担当する 1 年生必修英語 3 クラスの受講

生 80 名ほどが、学年当初の 5 月・夏休み直前

の 7 月・学年末 12 月の 3 回 SET を受験した。

2002 年度には、4 月・5 月・7 月・12 月と受

験した。受験した法学部 1 年生のスコアにつ
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いて、概略以下のような傾向が見られる。 

1) 全体としてオランダの職業中学生 (14
歳)より 25 点ほど劣る。 

2) 20 から 80 の総合点で 35 を下回るの

は小数（1 割前後）、45 を上回るのは 2
割前後。 

3) 55 を上回るものは、比較的長い英語圏

での生活経験を持つ。 
4) 個々の学生ごとのスコアは、1 回目と 2

回目では 2 前後の向上を示す場合が多

いが、そのあとは安定している。 

5. カードを利用した対面での応答練習 

2002 年度には、試験用紙の裏面をアンケー

ト用紙として、受験するたびに若干のデータや

感想を記入してもらった。アンケートの回答や

授業中の雑談の中で SET 全般について英語の

質問に対して直ちに英語で応答するという課題

設定が難しいという感想だったが、自由回答式

の最後のパートについては『日本語でも答えら

れない』という意見が多く見られた。 1 年生

を対象とする必修のクラスでは 11 月になって

から、以下の応答練習を行うこととした。 
SET の自由回答式設問に相当する質問を多数

用意し、エーワンのマルチカードに印刷できる

よう Word のファイルに用意した。話題として、

類似問題のほか、簡単な自己紹介、早稲田大学

の日常生活に密着した話題に加えて、TOEFL 

CBT の writing topics をそのままカード化し

たものも用意した。 

使用にあたっては、学生を 3 人ずつのグル

ープにわけ、質問文を印刷した名刺サイズのカ

ードと相互評価シートを配布した。各グループ

の学生は一問ずつ交代で質問者・回答者・タイ

ムキーパーとなる。質問者はカードに印刷され

た質問を 2 回読み上げる。回答者は質問が 2 回

読み上げられてから 8 秒後に答えはじめ、その

時点から 30 秒後に回答終了となる。タイムキ

ーパーはこの時間を測定してキューを出す。各

学生は相互評価シートの所定の欄に氏名・出席

番号などを記入した上で、回答者となるたびに

質問の番号を記入し、これに対する評価を質問

者とタイムキーパーに記入してもらう。相互評

価シートには、評価者（グループの他の 2 名）

の署名欄も用意した。 

1 年必修の授業では、後期最後の授業時間 3

回のうち最初の 30 分を使ってこの練習を行っ

た。このほか全クラス合同で実施した補講・補

習（8 回）では、90 分の授業のうち前半 40 分

から 50 分程度を応答練習にあて、残りの時間

で回答の一つを 200 語から 300 語程度の文章に

まとめるという作業を行った。 

応答練習で意見表明のあと、かなりの時間

は日本語で『雑談』していたが、周囲をうろつ

きながら様子を見ていると、科目登録や試験対

策など無関係な話題に熱中していることはまれ

で、与えられた質問と関連する話題について日

本語で話をしている場合が大部分であった。年

度末のアンケートでは、この（日本語での）意

見交換の時間が楽しかったと答える学生が極め

て多く、この練習の結果クラス内に『新しい友

人ができた』と回答した学生が各クラスで多数

を占めた。7 このクラスが選択の授業で、週に

一回この授業のためだけに集まるグループであ

れば驚くほどの結果ではないかもしれないが、

未習外国語のクラスを基礎に編成されているた

め、少なくとも週 4 回は同一の比較的少人数

の集団で集まり、クラス・コンパもすでに何回

か開催したであろう 12 月の時点で 4 回だけ実

施したこのような練習からこうした効果が得ら

れるとは意外であった。 
応答練習を実施して、いくつかの（再）発

見があった。 

1) 印刷されたテキストの音読がコミュニ

ケーションの基礎訓練として重要であ

るという英語教育の基本的認識の再確

認ができた。 
2) コミュニケーション基礎訓練として

『情報落差』を学習者の間に仕込む手

法が一般的であるが、この応答練習に

おいては、情報落差が自然に成立する。 
3) 教科書の音読のように授業参加者全員

が均一なテキスト情報にアクセスして

いる場面での音読とは異なり、質問者

は応答者に聞き取れるようにカードの

                                                      
7 授業時間中に記名で回収したアンケートであり、

肯定的な回答の割合が多くなる点を割り引いて考え

る必要があるが、それにしても意外な反応であった。 
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英文を読み上げることが期待される。 
4) 応答者はカードを見ることができない

ため、英語による質問を聞き取ること

に集中する必要がある。 
5) 応答は応答者の好みや個人的意見であ

るため、質問者・タイムキーパーは評

価のため応答者の応答の聞き取りに集

中する必要がある。 
6) カードを用いたゲーム的な課題である

ため、応答時間制限など、現実的な対

話状況に近い応答訓練が可能となる。 
7) 通常のペア学習での応答練習では、質

問者は質問内容を思いついて、それを

意味のわかる外国語の質問文にまとめ、

相手にわかるように発話することが求

められている。通例この作業は負荷が

高すぎて、教室での活動が活性化しな

い原因の一つになりがちである。 

6. 学習活動によるコミュニティ形成支援 

教室での『私語』が授業の妨げとなる大学

がマスメディアの話題となってから久しいが、

筆者が担当する授業での実感としては、学生同

士の自発的な会話や交流が乏しく、活気に欠け

る印象が強い。 
法学部 1 年生必修の英語のクラスは、未習

外国語の履修クラスを基礎に構成されるため、

毎週 4 コマ（2004 年度生以降に適用される新

カリキュラムでは 5 コマ）同一学生集団で授

業を受けるため、お互いがそれなりに顔見知り

ではあるが、若干名以外とは会話をするきっか

けをもたないまま 1 年間を過ごすことも多い

模様である。上級学年の英語の授業は選択とな

るため、それまで顔をあわせたこともなく、授

業時間以外に顔をあわせることもない学生の混

成集団であり、放置しておくと、隣に座った学

生と一言もことばを交わすことがないまま 1
年間の授業を過ごすことになる。3・4 年生対

象の授業で、かなり長い時間をかけて日本語で

の質疑応答をしていく中で、多くの学生が授業

やサークル活動においてこうした経験をしてき

ていないことが明らかとなった。また、法学部

では「少人数」のゼミが多数設置されているが、

発表者がレジュメを棒読みし、質疑応答が成立

しないという状況も広く見られる模様である。 

2003 年度の英語の授業では、学年当初から

この応答練習を組み込み、授業時間ごとに学生

のグループ構成ができるだけ異なるようにとそ

の場で一般的な指示を与え、一部具体的な指示

も与えた。ところが、前期終了時点での学生ア

ンケートでは自由記述で『もっといろいろなク

ラスメートと話がしたかったのに』という意外

な回答が多数見られた。このため、2004 年度

の英語の授業においては、毎回の授業でグルー

プの構成ができるだけ異なるように、座席配置

表とそのバリエーションを事前に準備し、学生

に提示している。2005 年度には、座席配置表

の作成と使用をさらに徹底した。 
この応答練習を始めて以来、語学の授業に

ついての第一著者の考え方は変わってきた。関

連すると思われるこれまでの経験を以下に示す。 

- 2002 年度末には、授業時間内の練習のほ

かに補習・補講として 8 回、複数のクラス

合同で応答練習（とそれに引き続く文章作

成）を行う機会を提供したところ、出席状

況などから参加する必要がないにも関わら

ず、ほぼ全回出席する学生が若干名いた。 
- 複数クラスの合同で行う補講・補習では、

他クラスの学生とグループを構成した場合、

ただちに『新しい友達』となった場合が比

較的多い。 
- 学生同士がまだお互いに知らないときにグ

ループの構成を学生に任せると、『お見合

い』状態になって、さっぱりと始まらない。

また、自分たちでグループを構成するより

は、教員の指示でグループを構成してもら

いたいとの意向が見受けられる。 
- ある年度に筆者の授業を受講した学生が、

この応答練習をさらに続けたいということ

で、翌年度筆者の担当する授業を受講する

例が多い。（2004 年度の 2 年生以上配当の

クラスでは受講生の半数近くが前年度受講

者であった。2005 年度の 2 年生のクラス

では、7 割ほどが前年度受講者であった） 
- 従来、1 年のクラスでは概して出席がよい

が、選択のクラスでは出席にムラがあった。

この応答練習を学年当初から取り入れて以

来、出席が圧倒的に向上し、これに伴って

脱落者がほとんどいなくなった。 
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7. 発話収録装置 

7.1. 発話収録装置の必要性 

3 人ずつのグループに分かれて応答練習を行

うと、ひとつのクラスで 5 つから 10 ぐらいの

グループが同時に発話することになる。教室内

を巡回していると、学生のやり取りは大方把握

できる8が、学生の立場からすると、自分たち

の応答練習がやりっぱなしになっているように

感じる向きもある。成績にこだわり、努力が報

われることを期待する法学部の学生の傾向から

すると、英語が必ずしも得意でない学生でも、

ビデオカメラなどを向けると必死になって英語

で話そうとするのは自然である。 

作文については、学年当初 30 分の時間で湾

センテンスを超えて書くことがほとんどできな

かった学生でも、学期末には 200 語から 400 語

ぐらいの文章作成を行うことができるようにな

る。この点は、個別の事例については蓄積した

ファイルから簡単に示すことができる。対面で

の応答練習によって、学年当初ほとんど質問に

答えることができなかった学生が、学期の終わ

りには質問にそれなりに答えることができるよ

うになっているというような変化も授業担当者

としては経験しているが、これを具体的に示す

ことは記録がないために難しい。 

学生の音声応答への動機付けを高めるため

にも、それぞれの運用スキルに応じて努力して

いる学生を適切に評価するためにも、学習活動

の効果を客観的に示すためにも、対面での応答

練習を音声記録化することが望ましい。最終的

には、個々の学生の英語学習到達度をさまざま

な指標で示したうえで、書き起こしテキストだ

けでなく、実際の応答音声も含めた音声コーパ

ス構築の必要性を感じるようになった。 

7.2. システム使用環境 

2004 年度からの新カリキュラムにおいて、

法学部の英語の授業は原則として 30 名程度を

目安とすることとなった。また、研究代表者の

授業は早稲田大学西早稲田キャンパス 14 号

館 6 階 601 教室（語学教育実習室）にて実施す

                                                      
8 いわゆるカクテル・パーティー効果もあり、5 グ

ループ程度の進行状況は正しく把握できる。 

ることがこれまで多かった。本システムの仕様

はこの教室での利用を基本に、一般の教室でも

使用できることを前提として検討した。9 

この教室はソニー製 LL システム LLC-2000MH

をベースに構築され、教卓には SVHS・DVCAM・

DVD・LD・CD・MD・カセットテープが用意され、

各種媒体の音声教材をそのまま利用して LL 機

能を活用した授業を展開することが可能となっ

ている。教材の提示には教室前方に 120 インチ

プロジェクタがあるほか、学生用の机上にもモ

ニターがあり、教卓から出力を切り替えつつ利

用可能となっている。設置してある学生用 PC 

は 42 台であるが、教室の床面積は縦 15m×横

15m で通常 100 名以上を収容するサイズの部屋

となっているため、以下に記載するように、長

めのマイクケーブルを用意することとした。 

7.3. システム使用の前提と要求仕様 

本システムは学生の音声を「特定の周波数

帯の収録に特化した」・「圧縮された」状態では

なく、すべての周波数帯をカバーし録音できる

よう、以下の点に考慮して構築した。 

- 予算・価格と機能が見合っている 

- 取り扱いと操作が簡単である 

- 36 人（もしくは 12 グループ）のクラスで

音声を一斉に記録できる 

- 将来的な蓄積・解析・検索を容易にするた

め、無圧縮デジタルデータにて記録する 

- 一般的な PC にて扱える標準フォーマット

のデジタルデータとして記録する 

廉価な USB2.0 接続の 2 チャンネル・オーデ

ィオ・キャプチャ装置を学生 PC の台数分購入

することも検討したが、数が多くなるため、収

納や取り扱いが煩瑣となり、動作不良や故障の

散発的発生が想定されること、学生の操作に依

存するため、ファイル保存の不備やファイル名

の不統一などが想定されること、同期が取れな

いこと、記録の確実性が期待できないことなど

から、以下のシステム構成を検討した。 

                                                      
9 教室設備に連動し、LL から個別に音声を取り込

むことができれば運用が簡単だが、現状の LL シス

テム、CALL システムには学生の音声をそれぞれ独

立して出力・記録する仕組みがない。 
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7.4. システムの主な構成 

本システムは、アレシス製ハードディスク

レコーダ 1 台、同社製マイク 8ch フェーダ 2 台、

ソニー製マイクロホン 12 本、マイクケーブル

1 本 2、可動式機器保管庫によって構成される。 

マイクロホンをマイクケーブル経由にてマ

イク 8ch フェーダに接続し、増幅した音声をハ

ードディスク DAT レコーダに収録する。 

7.4.1. 本システムの特長 

システムの中心であるハードディスク・デ

ジタル・オーディオ・レコーダはサンプリング

レート 96kHz 24 ビットリニア PCM にて 12 トラ

ック同時記録、サンプリングレートを 48kHz に

下げることによって、24 トラック同時記録を

可能にしている。サンプリングレート 96kHz と

いうのはプロミュージシャンらが使用するレコ

ーダなどにも利用されている品質10であり、高

音質記録が本システムの特徴である。 

操作性も通常のテープレコーダのように録

音ボタンと再生ボタンを同時に押すだけで記録

が始まり、停止ボタンで停止する。 

音声記録には 3.5 インチ IDE ハードディス

ク（5400rpm 以上）を使用する。市場で最も多

く流通しているため、安価に入手でき、たくさ

んのサンプルを取り込むことが可能となる。こ

のハードディスクを前面から簡単に取り外し、

インターフェースユニットをとりつけると

IEEE1394 のドライブとして PC と接続、PC から

内部のデータをアクセスすることが可能となる。

（本体には Ethernet ポートも内包していて、

IP アドレスを設定することによってネットワ

ーク経由でもデータをコピーすることが可能） 

最大 5 台までシンクロすることができるた

め、5 台の構成とすれば 5 × 24 = 120 トラッ

クの同時記録が可能である。学生ひとり 1 トラ

ック割り当てた場合、1 台で 24 人まで、2 台で

48 人までのクラスサイズで使用可能である。

マルチトラックレコーダは、このほかにもさま

ざまな機種が市場に存在するが、価格面・音

質・同時録音可能トラック数のバランスが優れ

た製品といえよう。 

                                                      
10 CD が 44.1kHz、DAT が 48kHz、DVD は

196kHz 

マイクロホンはソニー製バックエレクトレ

ットコンデンサーマイクロホンを採用し会話の

ような繊細な声をノイズに埋もれることなく、

クリアに記録することが可能で、価格と性能が

適合した製品を選定した。 

7.4.2. 本システムの主な仕様 

- アレシス製ハードディスクレコーダ 

24 トラック同時録音（44.1/48kHz） 

12 トラック同時録音（88.2/96kHz） 

記録メディア：標準 IDE ハードディスク

（5400rpm 以上）、ホットスワップ 

10GB 録音時間： 

24 トラック（48kHz）にて 45 分、 

12 トラック（96kHz）にて 45 分 

量子化ビット数： 

24 ビットリニア PCM エンコーディング 

音響特性 

周波数特性：22Hz～44kHz±0.5dB 

歪率：0.003%以下 

S/N 比：112dB 以下、A-weighted 

ダイナミックレンジ：144dB（digital in 

digital out）、103dB（analog in analog 

out A-weighted） 

- アレシス製マイク 8ch フェーダ（アンプ） 

周波数特性：10Hz～65kHz、+0/-1dB（ノミ

ナルレベル時の入出力） 

- ソニー製マイクロホン ECM-360 

周波数特性：50Hz～16kHz 

正面感度：-46dB±3dB 

ダイナミックレンジ：100dB 以上 

S/N 比：68dB 以上 

7.5. 試用経験と運用上の課題 

機器仕様に関してメーカ担当者の誤解があ

り、インテグレート担当者の時間的制約から、

納品が 2004 年度の学年末の時期となり、実際

に教室で試用したのは最終回の授業となった。

事前の検討では、他グループの学生の音声が入

ってクリアな収録が難しいのではないかと予想

していたが、授業で試用し、収録を始めながら

ヘッドホンでモニタリングしたところ、予想以

上にクリアな音声で、人間が書き起こしなどの

作業をする上ではまったく問題ない音質である

ことが実感できた。また、学生もマイクを手に
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することで、それまで以上に発音に注意しつつ、

できるだけわかりやすく質問し、時間に注意し

ながら応答しようと心がけている模様であった。 

試用時まで予想しなかった点に、マイクス

イッチの操作がある。学生が手に持っていると

き、オンオフを（癖のように）繰り返したり、

話し終わった瞬間にスイッチを切って音声が途

絶えるという状況が多数発生した。スイッチの

ないマイクがあればそれを採用したかったとこ

ろだが、当初から対応することは難しかったと

思われる。 

チャンネル数ならびに音質のためにマイク

と 8ch フェーダの間を堅牢なケーブルで接続し

ているが、教室が比較的大きいことから、10

メートルのケーブル 6 本と 15 メートルのケー

ブル 6 本を用意し、これを可動式保管庫の横蓋

に収納するようにしている。授業開始前にマイ

クを設置し授業終了までにマイクとケーブルを

撤収するにはかなりの手間がかかり、日常的に

使用するには TA などの手配が必須となる。11 

今後は、マイクと 8ch フェーダの見直しに

より品質の向上を目指しつつ、マイクケーブル

の取り回しが簡単にできるような仕組みを考え

ていくことにより、誰でも高音質な録音が可能

となるよう、さらに検討していきたい。 
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